
①主権者教育の実施状況調査
（全校調査）

②主権者教育の効果的な実施方法等に関する調査
（優れた取組を行う学校の個別調査）

目的
主権者教育の現状と課題、取組例を把握
し、その共有を図ることにより、主権者教育
の一層の推進を図る。

優れた取組を行う学校における指導の実際とその効
果を把握・分析することにより、主権者教育の一層の
推進を図る。

対象
・全ての高等学校等 ※5000校程度

・各都道府県・指定都市教育委員会
・左記①の調査結果をもとに、優れた取組を行う高等
学校等１０校程度を指定
・効果的な支援策を行う教育委員会を指定

主な内容

【学校向け】
※平成27、28年度の状況・予定を学年別に調査

・副教材の配布・活用状況
・主な指導内容
【教育委員会向け】
・学校に対する支援策
・主権者教育実施上の課題
※あわせて学校における優れた取組事例を収集

【学校向け】
・優れた取組を行う学校のカリキュラム、指導方法、指
導体制、教職員の意識等を詳細に分析
・主権者教育の内容と実施前後の生徒の意識（有権
者は投票行動を含む）の変化
【教育委員会向け】
・支援策の効果を高める工夫

実施方法

都道府県教育委員会等を経由し、各学校
に調査票を配布。各学校において記載した
調査票を都道府県教育委員会等において
まとめ、文科省に報告する。

シンクタンク等に調査研究を委託し、シンクタンク等に
おいて調査（書面調査、訪問による聞き取り調査）及
び学校等との諸連絡、分析、まとめを行う。

スケジュール
（予定）

４月第２週 調査開始
５月第２週メド 調査票締切り
５月中メド 調査結果まとめ

４月第２週 委託要項決定、公募開始
５月第１週メド 公募締切り
５月中メド 委託先決定、契約締結
６月初旬 調査開始 ※７月下旬から学校は夏休み

10月中 調査結果まとめ

主権者教育の実施状況の把握について（案）

※参議院議員通常選挙の投票日は平成28年７月を想定


